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§２．研究実施の概要  

 

 プロトン伝導性固体電解質を用いたアンモニア電解合成を行った。500 ℃付近の高温域で高

いプロトン伝導性を示すセラミックス系電解質(BaCe0.9Y0.1O3-δ)に用いた研究では、電極材

料に Ru や Fe を含浸させた電極の開発を行った。K 添加した Fe 含浸電極を用いた際に、

カソード分極印加時にアンモニア生成速度が急激に上昇する現象を見いだした。観測され

たカソード分極時のアンモニア生成速度の向上に関して、反応速度論的解析に基づき反応

促進機構の解析を行った結果、カソード分極による窒素解離反応の促進効果が示唆された

1)。 
一方、電解質に 250 ℃付近の低温域で高いプロト

ン伝導性を示すリン酸塩コンポジット系電解質

(CsH2PO4/SiP2O7)を用いた研究では、電解セルの内

部に水素透過膜を用いた新たな構造の電解セル（イメー

ジ図参照）を開発した。この電解システムでは、カソー

ドに金属 Pd-Ag 水素透過膜を用いることで、カソー

ドに水素分離の機能も持たせており、窒素と水から 1
段でアンモニアを合成することができる。250℃での

アンモニア生成速度は最大9.0×10-10 mol s cm-2とな

った 2）。 
 
1) ACS Sustainable Chem. Eng., vol. 5, 10439–10446, 2017. 
2) Chem. select, vol. 2, 11100-11103, 2017. 
 

 

 

 

 


